
	地下水汚染の拡大の防止技術応募申請書

年　　月　　日　

東京都知事　殿　
住所
氏名
（法人にあっては名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地）

　地下水汚染の拡大の防止技術として、以下の技術を応募いたします。

	技術の名称
	

	技術の対象物質
	

	想定する汚染の詳細及び対象地の状況※１
	
（汚染の想定状況及び対象地の概要等の設定を別紙　　のとおり変更して申請します。）※２

	施工方法
	　申請書別紙　　のとおり

	施工費用
	　申請書別紙　　のとおり

	施工期間
	　申請書別紙　　のとおり



	連絡先
	所　　属：
氏　　名：
電話番号：
メール：


※１　可能な施工条件を操業①・②、廃業①～④、汚染状況のケース⑰～⑳でそれぞれ選択し記載してください。
※２　東京都が設定した汚染の状況及び対象地の概要の条件が、設定を変更することで施工が可能な場合、変更した条件を別紙に記載ください。


（日本産業規格Ａ列４番）

	申請書別紙

１　施工方法

	施工技術の概要※１
	

	施工手順
	

	施工平面図
	

	施工断面図
	

	効果検証の方法及び測定結果※２
	

	施工期間中の環境対策
	


※１　施工技術の概要は、施工技術の特徴や原理を記載して当該技術により地下水の汚染がどのような方法で拡大防止できるかを記載ください。
※２　効果測定結果は、自社で施工した実績時の結果や試験時の実証結果を記載ください。（抽出ガスや地下水中の濃度から確認した除去量、２年間モニタリング測定結果等）
※３　必要に応じて図面等を添付してください。


（日本産業規格Ａ列４番）

	別紙２
申請書別紙

２　施工費用
　
	施工内訳
	施工費用

	
	税抜き
	税込み

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合計
	
	


※　別紙１施工手順で記載した工種ごとに記載してください。（別紙でも可）
※　施工手順が書ききれない場合は、行を追加して記載ください。
※　施工費用は、直接工事費と仮設費、その他諸経費を分けて記載してください。

３　施工期間
　
	施工手順
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※　施工手順をガントチャート形式で記入してください。（別紙でも可）
※　施工手順及び期間が書ききれない場合は、行又は列を追加して記載ください。
※　対策期間については、過去の実績から妥当な範囲として記載してください。


（日本産業規格Ａ列４番）
